
























































































































































































































































































































































































































































































アメリカ人の命を救ったと思うか？ 21 (68%) 
投下はより多くの日本人を救った。 命を救った





























支持しない その他 支持する 支持しない
22 (71%) 1 (3%) 57% 38% 
救わない その他 命を救った 救わなかった
10 (32%) 0 (0%) 80% 16% 
犠牲者を増やした その他 救った 犠牲者を増やした































































































































































































































































































3) 有馬哲夫『原発・正カ・ CIA』 新潮新書，
2008年。
4) 志村嘉一郎『東電帝国 その失敗の本質』文
藝春秋， 2011年。
事との距離を取りながら歴史的な観点からアプ
ローチする方法もあるだろう。むしろ，そのア
プローチの方法が多様であればあるほど，出来
事と自分との距離を測る可能性が拡がるのでは
ないか。そして，それはくり返し述べるように，
生徒の思考力や判断力の幅を拡げることに他な
らないのである。
被災地福島における「3.11」後の社会科授業
づくりの試みは始まったばかりである。再開し
た地理歴史・公民科学習研究会は，その後「原
発問題」の授業づくりをテーマとして継続的に
取り組んでいる。このように多様な実践例を積
み重ねながら，現場の教員同士の協働によって，
未来に希望のもてる高校社会科の授業実践を模
索していきたいと考える。
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